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平成２８年度社会福祉法人高槻市社会福祉事業団事業計画

Ⅰ 基本方針

２０００年（平成１２年）４月に始まったわが国の介護保険制度は、創設から１５年が経

過したが、急速な高齢化や介護保険を取り巻く状況の変化等に伴い、これまで数回の見直し

が行われてきた。昨年４月の介護保険法の改正は、介護サービスにかかる利用者負担の見直

し・地域包括ケアシステム構築に向けた地域支援事業の充実等々、介護保険制度が始まって

以来、最も大きな改正となった。その中で介護報酬の改定においては、中重度の要介護者や

認知症高齢者への対応は更なる強化が図られた。しかし、報酬全体としては、介護職員の処

遇改善・介護事業者の経営状況・地域包括ケアの推進等を踏まえ、２．２７％引き下げられ、

過去最大規模のマイナス改定が行われた。

また、この改定において、今後も増大する介護ニーズへの対応や質の高い介護サービスを

確保する観点から、「介護人材確保対策の推進」が掲げられ、介護職員の安定的な確保と更な

る資質向上について取組むことが示された。とりわけ、介護職場における人材確保は国にお

いては喫緊の課題である。厚生労働省は、団塊の世代が７５歳に達して後期高齢者となる２

０２５年（平成３７年）には、介護人材の需給ギャップが３７．７万人となると予測してい

る。介護人材の確保については、昨年、国において提言された「一億総活躍社会」を実現す

るために、「介護離職ゼロ」を具体化する試みとして、必要な介護サービスの確保を重点的取

組の一つとして掲げられている。

こうしたことから、本事業団において今回の介護報酬の改定は、事業運営を行うにあたり

非常に厳しい内容となったが、今後は更なる資質向上を目指し、職員の労働環境の改善、必

要な職員の確保の取組を進めつつ、人材育成を図る中で、安定した収益が確保できるよう努

めていく。

また、将来の需要増が見込まれる中、介護サービスの低下を招くことがないよう、安定し

た人材の確保と介護職員のスキルアップも、今後の最重点項目の一つとして積極的に取り組

んでいく。

さらに、平成２９年４月に施行が予定されている社会福祉法等の一部を改正する法律案で

は、地域における公益的な取組を実施することが社会福祉法人の責務であると謳われること

が予定されている。

本事業団としては、今後、地域に不足しているサービスの提供や地域福祉への貢献等につ

いて、これまで蓄積してきた介護サービスのノウハウや保有するマンパワーを最大限に活用

し、積極的に地域貢献に取り組んでいく。

社会福祉法人としては、地域におけるニーズに応じた公益的な取組について、高槻市と一

体となって、最大限の効果が上げられるよう取り組んでいく。

最後に、本事業団は、保健・医療・福祉の分野で、利用者及び市民が求める役割を積極的

に果たしていくため、基本理念である５つの大きな柱をもって事業展開を図り、円滑な法人

運営を行うとともに、市の施策にも最大限応えられるよう責務を果たしていくものである。
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〔法人の基本理念〕

１ 利用者本位の質の高いサービスを提供する

利用者本位で質の高い支援や、良質で安全・安心な保健・福祉サービスを提供する

ため、利用者の特性とともに地域社会や時代のニーズを的確に把握し、専門職による

質の高いサービスを提供する体制やリスクマネジメント体制を確立する。

２ 人材育成と運営組織体制の強化

   サービスの質の向上には、その担い手である職員個々の能力の向上が不可欠であり、

計画的な研修、職員採用を実施し、スキルの向上や人材確保を目指す。また、職員の

適正配置、人事考課等の人事諸制度の整備とともに、産業医の配置を通じ、職場の労

働環境及び職員健康管理の整備を図る。

３ 市の外郭団体としての役割遂行

   保健・福祉分野のサービス提供にあたっては、市に求められているこれらの分野に

おける公的セーフティネットとしての役割を認識しつつ、職員には外郭団体職員とし

ての自覚を促し、社会的責任に応えられるよう法令遵守等コンプライアンスの確立に

も努める。

   さらに、本事業団の強みである多種多様なマンパワーを有効活用し、円滑な事業推

進及び連携に努める。

４ 地域との連携の強化

   本事業団がこれまで蓄積した保健・医療・福祉に係るノウハウを活用し、行政、教

育機関、医療機関、地域団体、民生委員・児童委員、地区福祉委員会等、地域福祉の

推進者との連携を推進、活性化させ、利用者・住民がよりよいサービスを享受できる

環境と、地域で自分らしく生きる社会の構築を目指す。

５ 安定的な経営

   効率的で安定した経営を行っていくために、収支についての目標を具体的･計画的に

設定し、経営改善及び経費の削減について事業団全体で取り組むとともに、効果的・

効率的な事業運営とサービス向上に努める。

〔平成２８年度の主たる事業展開〕

  

１ 介護保険事業・障がい者総合支援事業

  介護保険制度をはじめとする関連法制度に基づき、常に利用者サービスの向上と経営

的視点に立ち、利用者ニーズに即したサービス提供の体系を整えるとともに、今般示さ

れた新たな制度の枠組みにも対応できるよう検討を重ねる。

  一方、高槻市介護保険事業者協議会の運営においては、一定の役割を果たす上で市と

の連携強化を図り、市民に対する介護サービスの向上を図る。

２ 受託事業

第５次高槻市総合計画等の市の施策に基づき業務を進めていく。特に保健振興事業に

おいては、市民の健康・食育フェアや健康だよりの作成･配布を主催する「高槻市健康づ

くり推進協議会」、各種の市民健（検）診業務や環境美化推進等、市の事業に協力すると

ともに保健・医療・福祉・環境に関する市民への啓発活動を積極的に実践する「高槻エ

イフボランタリーネットワーク」、専門職（看護師、保健師、歯科衛生士、栄養士）の見
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地から、市民健（検）診をはじめとした市の保健・教育関連事業に従事し、市の施策推

進の一端を担う「高槻市マンパワー会」の事務局業務を受託し、総合計画の重点目標の

一つである「誰もが安心して生活できるまちづくり」の推進に向け業務を進めていく。

また、医師会、歯科医師会、薬剤師会をはじめとした医療関係機関との連携をさらに密

に保ち、円滑な法人運営を図る。

地域包括支援センター事業については、民生委員・児童委員、地区福祉委員会等の地

域福祉関係者との連携をさらに深め、効果的な事業展開で、圏域内の市民の福祉の向上

を目指す。

また今後、地域包括ケアシステムが推進され、認知症高齢者増加への対応が求められ

る中、現在も市と連携して積極的に行っている認知症サポーター養成講習会のほか、認

知症対策をさらに推進していく。

シルバーハウジング生活援助員派遣事業や産後ママサポート事業においては、これま

での運営ノウハウを活かし、今後も円滑な事業の実施に努める。

３ 管理代行事業

指定管理となっている養護老人ホーム、療育園のほか富田・郡家・春日・山手・芝生

の５老人センター、阿武山・城東・山手の３老人デイサービスセンターの管理について

は、これまで同様、市担当部局との連携を図り、関連法制度の改正に即した対応に努め

る。事業実施に関しては、市の保健福祉施策におけるセーフティネットの役割を十分認

識し、アンケート等により利用者ニーズを的確に把握するとともに、事業の自主点検等

に基づくモニタリング等を行い、さらなる利用者サービスの向上を目指す。

また、現在、老人福祉センターを拠点とした地域支援事業（介護予防事業）の実施に

おいては、引き続き円滑な事業実施を進めるとともに、積極的に市民への周知を行い、

事業の定着化を図る。

さらに、地域住民に親しまれる施設運営を念頭に、近隣の小学校・幼稚園などとの異

世代間交流事業、大学等の資格取得に向けた実習生の受け入れ、市立小中学校初任者教

員研修、市立中学校の職業体験、ボランティアの受け入れ等を今後も積極的に進め、福

祉･介護･看護に携わる人材の育成と、社会福祉全般に対する理解を深める機会を提供し

ていく。

最後に、各施設の管理運営に関しては、リスクマネジメントを常に意識し、市に準じ

て作成した本事業団が定める各種要綱･要領、及び施設ごとに策定した詳細なマニュアル

のもと、職員のコンプライアンスも含め周知徹底し事業運営に活かしていく。
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Ⅱ 事業（自主事業及び受託事業並びに管理代行事業 )

１ 自主事業  

  (1) 居宅介護支援事業

(2) 訪問介護事業（ホームヘルパー派遣事業）

  (3) 訪問看護事業（訪問看護ステーション・訪問リハビリテーション）

  (4) 障がい者居宅介護事業（ホームヘルパー派遣事業）

  (5) 重度訪問介護事業（ホームヘルパー派遣事業）

  (6) 同行援護事業（ガイドヘルパー派遣事業）

  (7) 移動支援事業（ガイドヘルパー派遣事業）

２ 受託事業

  (1) 保健福祉振興事業

  (2) シルバーハウジング生活援助員派遣事業

  (3) 地域包括支援センター事業

  (4) 産後ママサポート事業

３ 管理代行事業

  (1) 高槻市立養護老人ホーム（生活管理指導短期宿泊事業、特定施設入居者生活介護事

業（外部サービス利用型）を含む。）

  (2) 高槻市立療育園（医療型児童発達支援センター）

  (3) 高槻市立富田老人福祉センター

  (4)  高槻市立郡家老人福祉センター

  (5) 高槻市立春日老人福祉センター

  (6) 高槻市立山手老人福祉センター

  (7)  高槻市立芝生老人福祉センター

  (8) 高槻市立阿武山老人デイサービスセンター

  (9)  高槻市立城東老人デイサービスセンター

  (10)  高槻市立山手老人デイサービスセンター
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Ⅲ 管理

１ 組織図

  

理事長

常務理事

事務局長

総務課

在宅サービス課

阿武山老人デイサービスセンター

城東老人デイサービスセンター

山手老人デイサービスセンター

養護老人ホーム

療育園

富田老人福祉センター

郡家老人福祉センター

春日老人福祉センター

山手老人福祉センター

芝生老人福祉センター

事務局
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２   法人運営

（1） 理事会・評議員会の開催

    理事会では、法人の「基本理念の５つの柱」の実現に向け、事業の決定を行い、そ

の方向性に沿った適正な運営管理を行っていく。

また、長期的な法人運営の視点では、利用者サービスの向上、人材の育成、市の外

郭団体としての役割遂行及び地域との連携強化により、法人の社会的評価の高まりや

職員意識の向上を目指す。

評議員会では、地域住民の声や福祉に関する有識者等の意見を踏まえ、時代や地域

のニーズに即した事業展開を行うため、諮問機関としての役割を担い、法人運営に反

映させる。

（2） 監事監査等の実施

会計監査においては、会計処理が正当な根拠に基づき適正に処理され、かつ漏れな

く会計帳簿に記録されていること、及び財産保全が適切に行われていることを監査し、

業務監査においては、業務運営が法令に準拠し、かつ中期的目標の達成のため合理的

に行われていることを監査する。また、適正な会計処理を行い経営の安定化を図るた

め、公認会計士の指導による経営状況診断にも取り組み、経営的観点に立った事業実

施に努める。

  （3） 組織、人事制度等の改善

利用者サービスに関しての様々な決定事項や事業の方向性の検討を、各事業所単位

でも実施していけるよう組織の強化を図る。各事業所には事業管理者と管理者代行を

各々配置し、組織の指示・連絡体制を明確にする。複数の事業所が相関連する案件に

関しては、事務局の調整のもと、事業管理者等が横断的にその処理にあたる。

また、全職員対象の自己申告と、所属長に対し人事ヒアリングを実施し、事業と職

員の状況を常に把握した上で適切な人事配置を行い、効果的な事業運営に努める。

(4) 職員の雇用及び確保

   介護サービス需要の増加と変革に伴い、これらに対応でき得る職員数を確保するこ

とは喫緊の課題である。一方、その職員の「質」の確保も利用者の尊厳を支える上で

重要なものとなる。こうした視点を踏まえ、法人の事業安定継続に向けて、計画的な

職員雇用と効果的な人材育成を行っていく。また、高齢者や障がい者等の就職困難層

の雇用も積極的に行っていく。

３ 連絡及び調整

  （1） 事業団の運営に関する重要事項の方針決定等については、市と連絡調整し、共通の

理解のもと、理事会の決定を経て事業運営に当たる。

  （2） 円滑な事業推進のため、事業団本部事務局と各事業所との連携・調整を密にする。

随時に所属長会議や事業管理者会議を開催し、組織（所属）目標のヒアリングやその

進行管理、その他緊急課題への対応を協議する。また、庶務担当者会議の開催により

予算管理、出退勤管理等の事務に関しての事項を周知し、共通認識を図る。

  ４ 会計管理

    理事会で承認された予算執行については、毎月、当期の予算執行予定額と前期の予算

執行額とを比較して確認し、収入の増減や臨時的経費などに対応して予算の補正を行う。

これらの予算管理については、毎月、顧問契約を行っている公認会計士の指導を受けな

がら実施する。
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  ５ 効率的な事務処理                                             
   (1) 本事業団で保有している各種システム（介護保険及び障がい者総合支援システム・

財務会計システム・出退勤システム）のサーバや端末等機器類の更新を適宜行い、セ

キュリティにも十分配慮する中で利便性を向上させる。また、当該システムのバージ

ョンアップを行い、事務処理の効率化を図る。

(2) 消耗品等の購入を必要に応じて共同で行い、また各施設の維持管理にかかる業務に

ついて一括契約を行うなど、事務処理の効率化を図る。

  ６ 職員研修

(1)  人権研修の実施や高槻市が実施する人権セミナー等を活用し、人権に関して正しい

知識と認識を持った職員を養成する。

(2)  コンプライアンス研修の実施により、市の外郭団体職員であることを十分認識し、

公的責任を果たす社会福祉施設の職員として自覚を持った職員を養成する。

(3)  利用者本位の質の高いサービスを提供し、制度改正にかかる必要な資格を取得させ

るため、資格取得の補助制度の利用を奨励する。また外部研修を積極的に活用し、専

門性を向上させ、サービス提供に関して高い意識を持った職員を養成する。

(4)  その他必要な職員研修を随時実施する。

  ７ 苦情解決及び利用者ニーズの把握

(1) 「高槻市社会福祉事業団福祉サービスに関する苦情解決事業実施要綱」に基づき、

苦情解決責任者の設置や第三者委員による助言等により、公平な観点から苦情の迅速

かつ適切な解決を図る。

(2) 利用者からの苦情を貴重な意見として真摯に受け止め、今後のサービス向上に活か

していく。

(3) アンケート等により利用者ニーズを的確に把握し、円滑な事業運営を図る。

  ８   情報発信

   (1) 本事業団ホームページを有効に活用し、事業及び施設運営の透明性を確保するとと

もに、各施設の様子や求人情報等をリアルタイムに発信していく。

(2)  事業団全体及び各施設のパンフレットを通じ、本事業団が行う事業内容について、

積極的な情報発信を行う。

(3)  各施設においてセンター通信など機関紙を適宜発行し、施設利用者に対する広報の

充実を図る。

９   地域及び他機関との連携

   (1) 地域包括支援センターによる圏域内での総合相談支援事業や民生委員・児童委員、

地区福祉委員会をはじめとした関係者、関係機関との連携はもとより、各施設におい

ても介護相談教室、近隣施設との合同行事、世代間交流等を積極的に行い、地域に根

ざした運営に努める。

(2)  高槻市社会福祉協議会並びに高槻市シルバー人材センター等との連携で、地域福祉

の推進や高齢者等の就労に関する検討を進めるとともに、団体間の連携を深める。

(3) 同種の事業を実施する法人や、専門職を養成する教育機関、保健・福祉の関連団体

と互いの特色を活かし補いながら、業務の連携を積極的に行い、市民福祉の向上に努

める。

(4) 市内大学等の教育実習生や小・中学校の職業体験、ボランティアの受け入れ等を積

極的に進め、福祉･介護･看護に携わる人材の育成と、社会福祉に対する意識の醸成に

寄与していく。
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  10 個人情報の適正な管理

   (1) 市の個人情報保護条例に準じて整備した「高槻市社会福祉事業団個人情報保護事務

要領」及び「高槻市社会福祉事業団情報公開申出制度の事務要領」に基づき、個人情

報に係るプライバシーの保護を図る。また、マイナンバーの取扱いに関しては、「高

槻市社会福祉事業団特定個人情報保護規程」に基づき、安全管理の徹底を図る。

(2)  関連業者に対して、個人情報保護の遵守を徹底させ、個人情報の漏えい防止に必要

な措置を行う。

(3)  個人情報の漏えいが発生しないよう、電子機器等の廃棄については適切に実施する。

(4)  個人情報保護に関する実務研修会や情報セキュリティ研修等を実施し、職員の個人

情報保護の意識を向上させる。

  11 危機管理（安全対策）

   (1) 「災害時等における社会福祉事業団の事業等に関する取扱について」及び「高槻市

社会福祉事業団の社会福祉施設及び事業における事故等発生時の対応要領」に基づき、

災害発生時や事故等に迅速且つ適切に対応する。また、各施設では、消防法に基づく

自衛消防組織をはじめとした災害緊急体制の確立や災害避難訓練等を行い、安全対策

に万全を期す。特に市の広域避難地や避難所及び緊急避難施設に指定されている施設

においては、市担当課との連絡調整を密にする。

(2) 設備、器具等の定期的な点検及び適正な使用方法の徹底を図るとともに、入浴設備

のある施設においては、保健所の定める「入浴設備におけるレジオネラ症発生防止マ

ニュアル」の遵守を徹底する。また、インフルエンザやノロウイルスをはじめとした

感染症対策としては、国及び保健所の指針及び通知に基づくマニュアルの周知徹底を

図っていく。

(3) 施設の入所者、利用者の安全の確保のため、「高槻市社会福祉事業団防犯対策取扱要

領」に基づき防犯に努める。

12 環境への取り組み

(1)  市が策定している地球温暖化防止に向けた「たかつきエコオフィスプラン」に準拠

し、本事業団においても事業活動から生じる温室効果ガスの排出抑制に努める。

(2)  昼休みや使用後の会議室など不要な照明は消灯を徹底し、また電子機器の新規購入

及び更新時にはエコ商品を優先的に採用するなど電気使用量の削減を図る。

(3)  空調設備の温度設定を適切に行い、市が推進する、ツル性植物による「たかつき緑

のカーテン大作戦」を実践するなど冷房効率を向上させて燃料使用量の削減を図る。

(4)  電子情報の印刷を最小限に抑えるとともに、紙の両面使用の徹底や使用済み封筒の

再利用など紙使用量の削減を図る。

(5) 用紙を購入するときは古紙パルプ配合率の高いものを選択するなど、環境に配慮し

た製品やサービスを優先的に採用するグリーン調達を推進する。

13 職員の安全衛生

産業医を配置し、安全衛生委員会の開催、職場巡視、健康診断実施後の異常所見者

への面談、長期休業者への職場復帰にかかる面談及び健康セミナーを実施する。
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Ⅳ 自主事業

１ 運営方針

  (1) 介護保険事業

介護保険事業においては、「尊厳保持」、「自立支援」を基本として、要支援または

要介護認定を受けた高齢者を対象に、指定居宅サービス事業を展開し、利用者ニーズ

を適切に把握した上で、利用者一人ひとりに気を配ったきめ細かなサービスを提供し

ていく。

その上で、できる限り住み慣れた地域で、在宅を基本とした生活の継続を目指す地

域包括ケアシステムの構築に寄与できるように努める。

また提供するサービスの質の維持向上のため、随時、アンケート調査を実施する。

  (2) 障がい者総合支援事業

障がい者が自宅において、日常生活を安心して営むことができるよう、入浴、排泄

及び食事等の介護、調理、洗濯、生活等に関する相談及び助言や外出時における移動

支援、その他の生活全般にわたる支援等の事業を展開していく。

今後予定される新たな障がい者支援の体系を見据えて組織を整備し、必要なスキル

の向上に努める。

また提供するサービスの質の維持向上のため、随時、アンケート調査を実施する。

２ 事業内容

(1）介護保険事業

  ①   居宅介護支援事業

事業所にケアマネジャーを配置し、利用者に必要な次のサービスを提供する。

     ケアマネジャーが要介護認定を受けた高齢者等からの依頼により訪問等を行い、情

報を集める一方、利用者個人のサービス等の希望や選択なども尊重しつつ、公平・中

立な立場で医療、サービス関係者との連携のもとに居宅サービス計画（ケアプラン）

を作成する。

    利用者の要望に応じて、開所時間外もケアマネジャーの派遣や、相談に当たるなど

利用者の利便性の向上に努める。

地域包括支援センターの業務委託を受け、要支援認定を受けた方の介護予防サービ

ス計画（ケアプラン）を作成する。

         開所日－月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く。）

開所時間－午前９時～午後５時１５分

居宅サービス計画作成目標 年間 ２，０００件

介護予防サービス計画作成目標 年間 ３００件

  

   ②   訪問介護事業（ホームヘルパー派遣事業）

要支援者または要介護者に対し介護予防支援事業所または居宅介護支援事業所が作

成した介護予防または居宅サービス計画（ケアプラン）に基づき、ホームヘルパーが

訪問して、身体介護や生活援助サービスを提供する。

また、ヘルパーの資質向上のため研修を適宜実施し、安心して喜んでいただけるサ

ービス提供を目標とする。

         派 遣 日－年末年始（１２月２９日～１月３日）を除く毎日

         派遣時間－午前７時～午後１０時
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ア 身体介護

派遣目標 年間   １，５００時間

イ 身体生活

派遣目標 年間 ３，０００時間

ウ 生活援助

派遣目標 年間  １０，５００時間

エ 介護予防

派遣目標 年間   ７，６００時間

③ 訪問看護事業（訪問看護ステーション・訪問リハビリテーション）

     主治医の指示に基づき、看護師や理学療法士が利用者宅を訪問し、主治医の治療方

針や介護予防または居宅サービス計画（ケアプラン）に沿って、看護やリハビリを行

っていく。

訪問看護にあっては、加齢に伴う特定疾病など高度な医療が必要な方にも、自宅で

安心して療養生活を送れるよう看護技術の向上に努め、利用者またはその家族等から

の２４時間連絡可能な体制を整え、相談等に応じるとともに、必要に応じ緊急時訪問

サービスを行う。

また、訪問リハビリにあっては、医療と介護の連携を保ち、利用者及びその家族の

ニーズに対応するため、リハビリテーション技術の向上に努めていく。

    さらに、市内の大学や専門学校等からの学生の実習体験依頼の受入れも、積極的に

協力していく。

            派 遣 日－月～金曜日 午前９時～午後５時

         休 所 日－土日祝及び年末年始（１２月２９日～１月３日）

    

   ア 訪問看護

派遣目標 年間 ６００件（介護保険）

              １８０件（医療保険）

             
   イ 訪問リハビリテーション

派遣目標 年間 １，５００件

（2）障がい者総合支援事業

  ① 居宅介護事業（ホームヘルパー派遣事業）

居宅において、入浴、排泄及び食事等の介護、調理、洗濯及び掃除等の家事並びに

生活等に関する相談及び助言、その他の生活全般にわたる援助を行う。

        派 遣 日－年末年始（１２月２９日～１月３日）を除く毎日

         派遣時間－午前７時～午後１０時

ア 身体介護

派遣目標 年間  ２，７００時間

イ 家事援助

派遣目標 年間   ５，３００時間
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② 重度訪問介護事業（ホームヘルパー派遣事業）

重度の肢体不自由または重度の知的障がいもしくは精神障がいで常に介護を必要と

する方に、介護・家事などの生活全般にわたる援助及び外出時における移動中の介護

を総合的に行う。

         派 遣 日－年末年始（１２月２９日～１月３日）を除く毎日

         派遣時間－午前７時～午後１０時

  派遣目標 年間  １，２００時間

  ③ 同行援護事業（ガイドヘルパー派遣事業）

    視覚障がいにより移動に著しい困難を有する方に、ガイドヘルパーを派遣し、移動

の援護、外出先での必要な支援等を行う。

    また、移動支援事業と併せてガイドヘルプ技術の向上を目指した研修・訓練を行う。

      派 遣 日－年末年始（１２月２９日～１月３日）を除く毎日

              派遣時間－午前７時～午後１０時

  介護なし

派遣目標 年間 １３，０００時間

  ④ 移動支援事業（ガイドヘルパー派遣事業）

    障害者総合支援法に規定される移動支援事業として、移動に支援（ガイドヘルプ）

を必要とする方に対しガイドヘルパーを派遣し、外出をサポートすることにより社会

参加等を促進する。

    また、個人を尊重しながら安全・安心・確実をモットーに、ガイドヘルプ技術の向

上を目指した研修・訓練を行う。

    また、障がい者福祉センターをはじめとした地域の関係機関・団体等との交流を深

めていく。

      派 遣 日－年末年始（１２月２９日～１月３日）を除く毎日

              派遣時間－午前７時～午後１０時

ア 介護なし

派遣目標 年間  ４，８００時間

イ 介護あり

派遣目標 年間  １，９００時間
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Ⅴ 受託事業

１ 事業内容

    (1）保健福祉振興事業

   保健、医療、福祉、環境に携わる次の団体の事務局として、円滑な団体運営に努める。

   ○高槻市健康づくり推進協議会

   ○高槻エイフボランタリーネットワーク

   ○高槻市マンパワー会

○高槻エイフボランタリーネットワーク

○高槻市マンパワー会

① 健康づくり推進事業   

高槻市の委託を受け、市が実施する各種健（検）診事業への協力や同事業の広報

啓発活動を行う。

また、高槻市健康づくり推進協議会の事務局として、「健康づくり講演会」や「健

康ウォーキング」をはじめ、「乳児歯科教室」、「健康料理教室」等の健康づくり事

業に取り組むとともに、健康の維持増進へ向けての市民意識の高揚を図るため、健

康づくり推進協議会構成団体を中心に「市民の健康・食育フェア」を開催する。さ

らに、「健康だより」を毎年作成し､自治会を通じて市内の世帯に配布し、各種健

（検）診等の情報提供を図るとともに、健康増進への啓発を行う。

② 保健・医療・福祉団体との連絡調整

各種団体との連絡調整を行うとともに、事務局を担う高槻エイフボランタリーネ

ットワークにおいては、市が行う各種健（検）診事業への協力や女性の健康づくり

講演会、結核予防啓発などの広報啓発事業を行う。また、高槻市マンパワー会にお

いては、研修会・施設見学会の開催、各種研修会への参加、市が行う健康診査等へ

の協力を行う。

③ 保健福祉団体の育成支援

高槻市マンパワー会に対し、各種研修等を企画、実施し、資質の向上を図る。

   ④ 市、各機関・団体との連絡、調整

市、各機関･団体が催す市民講座等の保健振興事業について、連絡、調整を密に行

い、円滑な事業実施に努める。

      

   (2）シルバーハウジング生活援助員派遣事業

高槻市からの委託を受け、府営城東住宅内のシルバーハウスに居住する２０世帯

を対象に、生活援助員による安否確認をはじめ日常生活等に関する相談や関係機関

構成団体（２２団体）

大阪医科大学、高槻市医師会、高槻市歯科医師会、高槻市薬剤師会、

高槻市ｺﾐｭﾆﾃｨ市民会議、連合大阪北摂地区協議会高槻連絡会、

高槻市スポーツ団体協議会、高槻市民生委員児童委員協議会、高槻市教育委員会、

高槻市障害児者団体連絡協議会、高槻市歯科衛生士連絡会、高槻市ｼﾆｱｸﾗﾌﾞ連合会、

高槻市スポーツ推進委員協議会、高槻商工会議所、高槻市看護師会、高槻市栄養士会、

高槻市保健所、高槻市 PTA 協議会、高槻ｴｲﾌﾎﾞﾗﾝﾀﾘｰﾈｯﾄﾜｰｸ、高槻市赤十字奉仕団、

高槻市保健師会、大阪府看護協会府北支部（順不同）

高槻市看護師会、高槻市保健師会、高槻市歯科衛生士連絡会、高槻市栄養士会(順不同)
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との連絡調整を行うほか、緊急時の対応等入居者が安心して在宅で自立生活を維持

できるように努める。

   (3) 地域包括支援センター事業

介護保険制度改正により、地域のニーズに基づく地域特性に合った地域包括ケアシ

ステムの構築のため、「在宅医療・介護連携の推進」、「認知症施策の推進」、「担当圏

域ケア会議の推進」、「生活支援・介護予防の充実」を執り行っていく。

在宅医療・介護連携の推進では、圏域内の医師等との連携により、在宅医療・介護

の一体的な提供体制の構築を目指す。

認知症施策の推進では、高齢者支援策として国が推進する認知症施策推進 5 カ年計

画（オレンジプラン）において目指すべきケアとして早期診断・早期対応等により、

認知症になっても住み慣れた地域で暮らし続けられる支援体制づくりを行う。

担当圏域ケア会議の推進では、これまで以上に介護保険事業者、医療機関、民生委

員・児童委員、自治会、専門職、商業施設、ボランティアなどの多職種協働による地

域課題の解決を図るなかでより一層の信頼関係を深め、地域包括ケアシステムの構築

を行う。

生活支援の充実では、高齢者のニーズとボランティア等の地域資源とのマッチング

により、多様な主体による生活支援の実現を目指す。

また、介護予防事業は、特に生活機能の低下した高齢者に対して運動機能や栄養状

態といった心身機能の改善を目指し、独自の予防教室の開催など、積極的に取り組ん

でいく。

なお、介護予防支援計画の作成については、本人や家族の意向をもとに、要支援状

態にあってもその悪化をできる限り防ぐことを目的として行っていく。

保健師、社会福祉士、主任介護支援専門員などの専門職が高齢者への総合的な支援

を次のとおり行います。

① 介護予防ケアマネジメント

対象者（要支援・要介護認定を受けていないが、生活機能の低下している方）

の把握、介護予防ケアプランの作成、介護予防教室の実施等を行う。

② 総合相談・支援

高齢者や家族などからの相談を受け、介護保険サービス以外のさまざまな制度を

利用した総合的な支援を行う。

③ 権利擁護、虐待の早期発見・防止

地域の社会資源の把握、虐待の早期発見や防止、人権や財産を守る権利擁護活動、

地域住民への啓発活動、関係諸機関との連携体制の構築等を行う。

④ 包括的・継続的マネジメント事業

地域の保健・医療・福祉諸機関との連携体制の構築、ボランティア等介護保険サー

ビス以外の活動を活用できる地域の連携体制の整備、地域のケアマネジャーに対する

資質向上を目的とした相談・助言等の支援を行う。



- 14 -

(4) 産後ママサポート事業

母親が出産後に体調不良等のため、家事または育児等を行うことが困難な家庭等に

対し、ヘルパーを派遣して育児・家事援助を行うことで、母親の健康の維持増進を促

し、安定した育児が行えるよう支援する。

① 対象者（市内居住者）

ア 多胎児を出産した方

イ 産後の体調不良により、家事・育児が困難な方

ウ 育児の不安感・ストレスにより、家事・育児が困難な方

② 利用期間・回数

出産後１年までの間に１０回（多胎児を出産された方については２０回）

③ 利用日時

月曜日から金曜日の午前９時～午後５時（土、日、祝日、年末年始（１２月２９日

～１月３日）を除く）

１回２時間以内で１日２回の利用可（最長４時間）

④ サポート内容

ア 授乳、沐浴、おむつ交換、健診・通院等の付添、きょうだいのお世話等の育児

支援

イ 調理、掃除、洗濯、買い物等の家事援助

※なお、産後ママサポート事業については、平成２８年５月から対象が妊娠期の産前

まで拡大され、利用期間・回数も産前を含め１５回（多胎児の場合は２５回）となる

予定です。
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Ⅵ   管理代行事業

１ 高槻市立養護老人ホーム “阿武山荘 ”
   (1) 運営方針

① 入所者を養護するとともに、入所者の社会復帰の促進及び自立のために必要な指導

及び訓練その他の援助を行うことにより、入所者がその有する能力に応じ自立した日

常生活を営むことができるようにすることを目指す。

② 入所者の意思及び人格を尊重し、常に入所者の立場に立って処遇を行うように努め

る。

③ 入所者が健康的な生活が送れるように、一人ひとりのニーズに可能な限り対応した

栄養のバランスを重視した食生活を楽しんでいただくなど、常に職員と入所者が協働

して明るく家庭的な雰囲気づくりを目指すとともに、地域や家庭との結びつきを重視

する。

④ 介護保険サービスの利用対象となる入所者が、必要な介護サービスを受けること

ができるように、介護保険法に規定する指定(介護予防)特定施設入居者生活介護事業

を行う。    

なお、管理運営にあたっては、各専門職種間のチームワークにより、きめ細かな対

応と効率的な運営に努める。

〇 運営の重点目標

       ・明るく清潔な生活環境で、活気と人情味あふれる施設づくり

       ・職員と入所者が信頼で結ばれた施設づくり

       ・地域と一体となった開かれた施設づくり

・業務マニュアルに基づく合理的な運営

  (2) 事業内容

    入所者の処遇に当たっては、人権を尊重するとともに、入所者のニーズを常に把握

し、きめ細かな個別処遇を行う中で、個々の生活の質を高める。   

① 入所定員

５０名〔指定特定施設入居者生活介護（指定介護予防特定施設入居者生活介護）

の利用者含む。〕

② 入所者への対応

  ア 生活援助

     規則正しい生活を援助し、各種レクリエーションやクラブ活動（月１回の映画会

の実施、華道、民謡、カラオケ教室、手芸、季節ごとの行事など）を通して、機能

低下の防止に努める。

     イ 食事の提供

      入所者の健康の保持・増進に充分に配慮し、バラエティーに富んだ献立により楽

しい食事を提供する。さらに、病原性大腸菌Ｏ－１５７やノロウイルスなどによる

集団食中毒予防にも十分配慮し、安全な食事を提供する。

     ウ 生活環境づくり

      バリアフリー化で快適且つ安全な居室と、家庭生活に近い居住環境を整備すると

ともに、入所者の身辺並びに居室の整理整頓、入浴、布団干し、清掃など日常生活

支援業務を通して常に衛生意識の高揚に努め、快適な生活が送れるような環境づく

りを行う。     

また常に敷地内及びその周辺の衛生、美化を心がけ、良好な環境づくりに努める。

     エ 健康管理

     入所者の心身の状態を常に把握し、加齢によって発生する疾病の予防に努め、嘱
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託医及び関係医療機関等と常に連携を保ち、健康の保持・増進に努める。

また、入所者の身体機能の維持向上を図るための運動（体操・歩け歩け運動等）

を働きかけ、転倒、骨折等の事故防止及び認知症の予防に努める。

さらに身体的に健康状態が不安定な人や不適応行動(認知症含む)の入所者が増加

している現状を踏まえ、職員がその症状の理解と適切な対応をするために、研修会

への参加等により、知識･スキルの向上に努める。

     オ 介護サービスの提供

     外部サービス利用型特定施設として、介護サービスを必要とする入所者には、ケ

アマネジャーによる相談と支援のためのケアプランを作成し、外部のサービス提供

事業者との契約に基づき、適切な介護サービスの提供に努める。

カ 行事の実施

     行事の実施については、入所者の意向を十分に踏まえ、地域との交流を図るため

の行事や、生活習慣として行われてきた季節行事等を実施する。

    【年間行事】

月 行 事 内 容 月 行 事 内 容

４月 花見会、こいのぼり作り 10月 ホーム祭り

５月 こいのぼりフェスタ見学 11月 紅葉とお楽しみ会

６月 日帰りバスツアー

12月

クリスマス会（阿武山たつの子認定こども園

児との交流）

ケーキ作りとクリスマス会７月
七夕祭り（阿武山たつの子認定こど

も園児との交流）

８月 納涼花火大会 １月 初詣、新春映画会、新春お楽しみ会

９月
お楽しみ会

阿武山小学校運動会見学

２月 節分、お楽しみ会

３月

ひな祭り、ひなまつり会（阿武山たつの子認

定こども園児との交流）

卒園・卒業のお祝い製作

【月間行事】

月間行事

行 事 内 容

クラブ活動・映画会・誕生会・懇談会・ミニスーパー・買物・

ヘアカット・避難訓練

【日  課】

時   間 行 事 内 容

  6：30   起床

  8：00～ 9： 00   朝食

  9：30～ 10：00   健康体操、歩け歩け運動、水分補給

  10：10～ 11：30   ミニスーパー（水曜日）、クラブ活動、面会・交流会

  12：00～ 13：00   昼食

  13：30～ 16：00
入浴（月、水、金）、クラブ活動、面会等、水分補給

懇談会・誕生会（月１回）、映画会（月１回）

  15：00～ 16：30   診察、血圧測定（火曜日）、体重測定（月１回）

  17：00～ 18：00   夕食

  21：00   消灯
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(3) 管理

   ① 職員研修

     支援員その他の職員に対し、次の内容により定期的に研修を実施する。

・ 感染症又は食中毒の予防及びまん延の防止

・ 事故発生の防止

・ ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使用

・ 高齢者が抱える課題           

・ 精神疾患を持つ入所者への対応

また、入所者の生活の質を高めるため、職種ごとに専門的研修に参加し、スキル

アップ・意識改革を図る中で、入所者のニーズに応えていく。

② 安全対策

ア 危機管理

非常災害時対策として、既設の消防設備やその他の非常用設備の定期的な保守

点検を実施し、災害時を想定した関係機関への通報及び連携強化を図るとともに、

入所者の食糧についても備蓄を行っていく。また、要援護高齢者の避難施設とし

ての機能を果たすことができるよう施設管理に努める。

感染症や食中毒の予防及びまん延の防止や事故発生の防止については、職員の

研修及び入所者への周知を徹底する。                        

    イ 防災訓練                           

     入所者に対して毎月１回避難訓練を実施するとともに、年２回消防署の指導の

もと防災訓練を実施する。

③ 苦情解決

入所者及びその家族からの苦情に迅速かつ適切に対応するため、苦情解決責任者

及び苦情受付担当者を定め、意見･要望のしやすい環境づくりに努める。また、月

１回の懇談会を通じて入所者からの要望等を聞く中で、入所者のニーズを把握し、

支援の向上に努める。

④ 地域との交流                           

入所者が、地域の一員であるという自覚のもと、「生きがい」を感じながら、ホー

ム生活を送れるよう、阿武山たつの子認定こども園、阿武山小学校、阿武野中学校

等との異世代間交流の実施や地域行事に参加する。また、中学校の福祉体験学習・

大学等の教員免許取得希望者介護等体験や積極的なボランティアの受入れ等、地域

活動への参加と協力などにより地域交流を図る。

  ⑤ 保健衛生

入所者が週１回の血圧測定・診察、年２回の健康診断を受け、看護師が入所者の

心身の状況を常時的確に把握するとともに、嘱託医や関係医療機関と連携して健康

管理を行う。また、全入所者を対象としたインフルエンザ予防接種を行う。

看護用品、衛生材料、施設内薬品を適正に管理する中で、急変時の救急救命処置、

褥瘡（じょくそう）・外傷等の処置等を行う。

施設・設備については、常に清潔に保つように心がけるとともに、感染症対策に

もマニュアルにより万全を期す。

また、高槻市理美容組合にご協力をいただき、希望する入所者にヘアカットを隔

月実施する。
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   ⑥ 環境への配慮

「高槻市環境基本計画」や「たかつきエコオフィスプラン」等に基づき、電気・ガ

ス・水道の使用量節減やごみの減量に努めるとともに、周辺の美化に配慮し、定期

的に周辺の清掃を行う。また、季節に応じた花を敷地内に植栽するなど緑化に努め

る。

特に夏季には冷房効果を高めエアコン使用量を抑えるため、引き続きツル性植物

による市の「たかつき緑のカーテン大作戦」を実施する。

(4) 生活管理指導短期宿泊事業

     ① 運営方針

     介護予防及び生活支援が必要であると認められる高齢者を一時的（原則：月７日

以内）に受け入れ、これらの高齢者及びその家族の福祉の向上を図る。

     ② 利用定員

    一日当たり４人以内

     ③ 利用者への対応

  ア 生活援助

     起床、食事、入浴、就寝等を定め規則正しい日常生活が過ごせるよう指導する。

  イ 食事の提供

    入所者の身体状況に配慮した食事を提供する。

  ウ 生活環境整備づくり

     保健衛生に充分に配慮した環境整備をより一層推進する。

  エ 健康管理

     心身状況を的確に把握するため、生活相談員、看護師、介護職員、栄養士が連

携を密にして、健康管理に努める。

２ 高槻市立療育園

(1) 運営方針

児童福祉法第４３条に規定される医療型児童発達支援センターとして、障がい児施設

給付費の支給決定等を受けた就学前児童に対し、機能訓練などの療育事業を実施する。

さらに、園内診療所に管理医師を配置し、診察・相談事業及び外来訓練の充実に努める。

また、平成２６年６月より開始された「保育所等訪問支援事業」、「障がい児相談支援事

業」、「放課後等デイサービス事業」を、適切な管理、運営のもと実施していく。

療育園では、これら療育事業を通じて、障がい児の全面的な発達を促すことや運動機

能低下の予防に努めるとともに、障がい児及びその家族が地域において、より充実した

生活が送れるよう支援を行っていく。

なお、隣接のうの花療育園との一括管理を行っており、具体的には療育園より管理医

師・理学療法士・作業療法士などの派遣を行い、うの花療育園は心理職の派遣、給食実

施を主体的に行っている。両園とも通園児に対してより専門的な支援が可能となり、一

定の経費削減効果があったことから、今後も一括管理のあり方をさらに検討し、そのメ

リットを最大限に活かして、より効率的な運営を目指していく。
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(2) 事業内容

① 通園事業

ア 療育方針

     就学前の通園児に対し､機能訓練や保育・生活指導を行うことにより､園児の健全

な発達を促すとともに､保護者に対し必要な知識､技能などの指導を行い、その保護

者が安心し自信を持って子育てが出来る環境づくりや支援を行う。また、施設の運

営を円滑かつ効率的に行うとともに、理学療法・作業療法・言語聴覚療法の各訓練

及び保育との連携を密にし､通園児に対してより充実した療育内容の提供に努める。

   a 機能訓練

     園児に対し理学療法・作業療法・言語聴覚療法を実施し、園児の健全な発達を促

す。理学療法訓練では主に座位・立位・歩行などの基本的運動能力、作業療法訓練

では主に食事・更衣・排泄動作などの応用的運動能力、言語聴覚訓練は主に食べる・

話すなどの摂食・コミュニケーション能力の向上を図る。

   b 保育

     子どもの年齢や障がい・発達状況に配慮し、子どもの持っている力を引き出し、

豊かにしていくため、素材・環境を整えいろいろな遊びを体験させる。また、保護

者の多くは、日々不安の中で子育てをしており、保育では保護者の不安や悩みを受

け止め、子どもへの適切な関わり方を工夫することで自信を持って子育てができる

環境づくりや支援を行う。

   c 診察及び保健指導

     管理医師の配置に加え、大阪医科大学の協力による専門医の派遣を受け、園内診

療所の診察・相談業務の充実を図る。医師による診察においては、訓練の指示及び

園児の種々の疾病の早期発見を行うとともに､保護者への医療相談を実施する。ま

た、看護師は､園児の日々の健康状態等を把握し、健康保持と増進を図るための保

健指導を行う。

   d 生活指導

     園児に対する基本的な生活習慣の指導を実施する。具体的には、保護者に対して、

子どもの日常生活がより適切に行えるように、生活リズムを整える指導、食事・排

泄・更衣などの関わり方や介助の仕方を指導することにより、自信を持って子育て

ができるように支援していく。

    （年間１０回保護者教室を開き、訓練、保育、言語、歯科及び栄養指導について、

園児一人ひとりに即して指導する。）

   e 音楽療法

     一日の園生活最初のプログラムとして音楽療法を行う。園児の覚醒レベルを上げ

たり、全身をリラックスさせたりするだけでなく、園児全員が集まり保護者ととも

に音楽に合わせ、決められた姿勢・動作を毎日繰り返し行うことにより、楽しみな

がら正常な運動感覚を学習することを目的に行う。

   f 給食

     うの花療育園と協力して給食提供を行い、食材の購入、献立、調理などを共同研

究することで、栄養バランスの取れた良質な食事を提供する。また、子どもの状態

に応じた机・椅子などを工夫し、より良い姿勢で食事をとることが出来るようにし、
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併せて食事面での自立を図るための食事指導を行う。

     日頃の適正な衛生管理及び食品管理等の徹底により、食中毒等の発生を予防する。

   g  送迎バスの運行

     通園手段として通園バスを運行し、あらかじめ定められた乗降地点より保護者と

ともに通園する。（自家用車による自主通園も可能）

   イ   実施日及び日課

   ａ 実施日  月・火・木・金曜日の週４日

   ｂ 日課

10:00
《乳   児》

10:00

10:15

《幼   児》

健康チェック・音楽療法 健康チェック・音楽療法

10:15

移    動 移    動

10:20 10:20

訓 練 保 育

保    育

11:00

移    動

11:10

訓 練 保 育

11:50 11:50

移    動 移    動

11:55 11:55

給    食 給    食

13:10 13:10

降園準備・降園 訓練・個別保育

13:20 13:50

移    動

13:55

訓練・個別保育

14:35

移    動

14:40

訓練・個別保育

15:00

降園準備・降園

15:05

※７月中旬～８月末は、夏期短縮プログラム（午後 1 時まで）でプール遊び等

を実施する。
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   ウ 行事計画

園児の障がい程度やニーズに応じ、特色のある独自の行事を年間通じて各々のシー

ズンごとに実施する。            

月 行 事 内 容 月 行 事 内 容

５月 遠足 11 月 交流保育

６月 日曜参観 12 月 お楽しみ会

７月 プール指導・七夕まつり ２月 療育発表会

10 月 療育園まつり ３月 卒園式

＊（毎月、下旬に誕生会）

② 外来訓練事業

ア 基本方針

    肢体不自由児･者の発達促進及び身体機能維持を図るため、医師の処方のもと、理学

療法・作業療法・言語聴覚療法を行う。

イ 実施日

月・火・木曜日午後３時以降及び水曜日

③ 診察相談事業

ア 各種診察

    a  管理医師診察（毎日）

    b  小児科診察 （月４回）

   c  整形外科診察（月１回）

    d  リハビリテーション科診察（月１回）

イ 保健所､病院等から紹介を受けたケースに対して、診療及び相談事業を実施する。

ウ 必要なケースについて、医師の診断をもとに補装具などの処方を実施する。

④ 療育指導

     保健所、病院等から紹介を受け、毎週水曜日午前に来園する療育指導児に対して訓

練・保育を実施する。

⑤ 保育所等訪問支援事業

  学校や保育所等を利用している障がい児に対して、各専門職（ＰＴ・ＯＴ・ＳＴ）

が学校や保育所等を訪問し、集団生活に適応するための支援を提供していく。

⑥ 障がい児相談支援事業

  相談支援専門員を配置し、発達について心配な事や不安な事がある子どもとその保

護者の方を対象に、必要な支援やサービスを一緒に考え適切な支援計画を作成してい

くことに努める。

⑦ 放課後等デイサービス事業

  支援学校や校区小学校に通う重症心身障がい児を対象に、放課後や長期休業日に遊

びや体を使った活動を通して身体機能の維持・促進に努め、生活能力の向上を目指し

た支援を実施する。定員２５人（月曜日~金曜日・１日５人）
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(3) 管理

  ① 職員研修

理学療法士など職種ごとに外部の専門的研修へ参加し、職員の専門的技術、知識の

向上を図る。また、園内においても、各種研修を随時実施することで職員のスキルア

ップを図る。

② 苦情解決

利用者からの苦情に対応するため、苦情受付箱を設置し、苦情解決責任者及び苦情

受付担当者を置くとともに、定期的に懇談会を実施するなど保護者とのコミュニケー

ションを図ることで、利用者ニーズを把握するように努める。また、利用者アンケー

トを随時実施し、その結果を今後の園運営に適宜反映させるよう努めていく。

③ 危機管理

災害への対策として、職員、利用者に対し定期的に避難訓練などを実施する。また、

職員を対象とした応急手当（救命救急法、ＡＥＤの使用方法など）講習を実施する。

④ 保健衛生（感染防止）

障がい児・者の通園施設であることから、施設・設備等の清掃や手洗いの徹底によ

り常に清潔に保つよう心掛けるとともに、感染症対策もマニュアルにより万全を期す。

⑤ 地域との交流

隣接する障がい児・者施設との連携、交流を深めるとともに、地域の保育所との交

流保育を実施する。

⑥ 環境への配慮

「高槻市環境基本計画」や「たかつきエコオフィスプラン」等に基づき、電気・ガ

ス・水道の使用量節減を図る。特に電気使用量は電球数の削減や小まめに消灯するな

ど徹底した節電を行う。また、ごみの減量に努めるとともに、周辺の美化に配慮し、

定期的に周辺の清掃を行う。さらに、季節に応じた草花を敷地内に植栽するなど緑化

にも努める。

３ 高槻市立老人福祉センター

  富田老人福祉センター“ひかり荘”

郡家老人福祉センター“ふるさと”

春日老人福祉センター“あけぼの”

山手老人福祉センター“花みずき”

芝生老人福祉センター“やすらぎ”

(1) 運営方針

   市内の老人福祉センターは５カ所設置されており、平成２６年度より当事業団が一括

管理することとなったが、今後も適切な管理運営を図っていく。

老人福祉センターの運営については、高齢者が健康で明るい生活を営むため、地域活

動や介護予防の拠点施設にも位置づけられた。また、教養の向上、健康づくり、レクリ

エーション、憩いの場としての運営管理を行い、市民が住み慣れた地域で健康で自分ら

しく安心して暮らしていけるようサービスの提供に努めていく。
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(2) 事業内容

① 利用概要

市内在住の６０歳以上の方に対し、利用者間の交流及び世代間交流・地域との交流

とレクリエーションの場を提供し、健康で豊かな生きがいのある生活や教養の向上が

図られるように援助するとともに、各種の相談に応じたり、また、介護予防事業の拠

点として、高齢者の健康増進、介護予防の取り組みの活動の拠点となるよう努める。

   ア 利用者     ６０歳以上の高槻市民

   イ 利用料     無料

   ウ 開館時間    午前９時～午後５時１５分

   エ 部屋の利用時間 午前９時３０分～午後４時

   

オ 休館日   日曜日（芝生老人福祉センターにおいては火曜日）、祝日（国民の

祝日に関する法律に規定する休日、ただし敬老の日は除く。）

及び１２月２９日～１月３日（芝生老人福祉センターにおいては１

２月２８日～１月４日）

② 高齢者の生きがいと社会参加の促進事業

各種教室やサークル、活動発表会、ゲートボール、バンパー、演芸会、ボランティ

アによる特別講座等を開催し、生きがいと社会参加の場の提供に努める。

各事業の開催時には地域住民の参加を呼びかけるとともに、活動を広く市民に周知

し高齢者の外出を促進するため、ホームページ等を利用し活動内容を発信する。

③ 機能回復・健康増進事業

マッサージ機、ヘルストロン等の健康器具及び浴場を設置し、利用者の健康づくり

の増進を図る。

④ 教養向上事業

図書コーナーの設置や日刊紙の配置により、利用者の趣向に応じた知識や、最新の

情報の提供に努める。

⑤ 介護予防事業（一般介護予防事業）

地域の実情に応じた効果的・効率的な介護予防の取組みを推進する観点から事業を

積極的に展開する。

また、運動、栄養、口腔など機能回復訓練からのアプローチだけでなく、地域など

   高齢者を取り巻く環境も視野に入れ、５老人センターの連携・協力はもとより、市や

地域包括支援センター等とも協働で、高齢者の健康増進、自立支援、介護予防に資す

る。

⑥ 送迎バス

郡家、山手においては、教室の開催時間、路線バスの運行時間等を考慮し、送迎バ

スを運行する。

(3) 管理

① 職員研修

  人権やコンプライアンス、交通安全、認知症等、高齢者の理解等の職員研修会に参

加する。
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② 安全対策

    労働安全衛生法、消防法等の関係法令や要綱を遵守し、災害・危険時に備えるとと

もに、自衛消防組織による消防訓練を実施する。

③ 苦情解決

苦情処理に関する要綱等に基づき対処するとともに、広く利用者の意見を聴取し、

事業の改善に反映させる。具体的には、日常の職員による声かけ運動で日々の課題を

把握し、朝・夕会、日報等で職員に徹底する。またアンケート調査で利用者全体の意

向を把握するなどサービスの充実を図る。

  

④ 保健衛生

    館内を清潔に保つとともに、浴場ではレジオネラ属菌の感染予防対策に努める。

⑤ 環境への配慮

「高槻市環境基本計画」や「たかつきエコオフィスプラン」等に基づき、電気・ガ

ス・水道の使用量節減やごみの減量、ペレットの活用に努めるとともに、周辺の美化

に配慮し、定期的に周辺の清掃を行う。また、季節に応じた花を敷地内に植栽するな

ど緑化に努める。

特に夏季には冷房効果を高めエアコン使用量を抑えるため、引き続きツル性植物に

よる市の「たかつき緑のカーテン大作戦」を実施する。

４ 通所介護事業

阿武山・城東・山手老人デイサービスセンター

(1）運営方針

３つのセンターは、利用者の選択と自己決定を尊重するとともに、利用者個人の尊厳

に配慮したサービスの提供に努める。また、利用者と家族ニーズを的確に把握した上で、

心の通い合いを大切にし、「温かい介護」・「優しい支援」・「季節を感じる行事の開催」

等、利用者にとって有意義で充実した時間の提供に努め、運動機能の向上を図った介護

予防も行う。さらに、それぞれのセンターの立地条件や、利用者の介護度に合わせたプ

ログラムの提供を実施する。

利用者の「安心・安全」の確保については、常に安全面を意識した送迎体制を確保し、

センター内では転倒や怪我防止のための安全確認を行う。また、利用者の急な体調の変

化の緊急時対応としてＡＥＤ（自動体外式除細動器）を設置し、看護職員をはじめ職員

全員がその対応に備える。

また、サービスの質の向上をめざし日々自己研さんに努め、必要に応じ職員研修を行

うとともに、市内大学等、教育機関の実習生や市内中学校等の職業体験も積極的に受け

入れることで将来の福祉の担い手の育成や職業観の醸成に寄与し、地域の方々や近隣の

保育園、小学校とも積極的に交流を行い、信頼される施設運営に努める。

☆重点目標

・利用者一人ひとりの意思及び人格の尊重

・ケア事故の防止

・業務の効率化とコスト意識の徹底

・コンプライアンスルールの徹底

・法改正に対応したサービスのあり方の研究
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(2) 事業内容

① 利用者定員  ３５名

② サービス内容

ア 送迎

玄関（迎え）から玄関（送り）まで対応し、必要に応じて自宅内への送迎を行うな

ど、利用者及び家族への負担を軽減するとともに、安全面に配慮した対応に努める。

イ 健康管理

看護職員による検温・血圧測定・脈拍測定などの日常的なバイタルチェックを行う

とともに、緊急時には医療機関(主治医）・家族・ケアマネジャーに速やかに連絡がと

れるよう体制の整備を図る。

ウ 入浴

状態状況に応じた介助及び浴槽にて入浴（リフト浴・一般浴）を行い、心身ともリ

ラックスできるように努める。

エ 食事

栄養士が立てた献立に基づき、栄養バランスのとれた食事を身体状況に応じた形態

（ミキサー、きざみ、一般）で提供する。

オ 生活相談

利用者や家族からの相談に対して迅速、適切な対応及び助言をする。

カ 運動機能向上訓練

個別計画に基づき、看護職員が中心に運動機能向上を目的に個別に機能訓練を行う。

③ 年間行事

月 阿武山 城東 山手

４月 花見ドライブ 花見ドライブ 花見ドライブ

５月 鯉のぼりフェスタ見学 鯉のぼりフェスタ見学 鯉のぼりフェスタ見学

６月 うちわ作り 雨ふりビンゴ うちわ作り

７月 七夕まつり 七夕まつり 七夕まつり

８月 夏祭り 夏祭り 夏祭り/敬老作品作り

９月 敬老会 敬老会 敬老会

１０月 運動会 運動会 運動会

１１月 紅葉狩り 紅葉狩り 陶芸／紅葉狩り

１２月 クリスマス会 クリスマス会 クリスマス会

１月 新年会 新年会 すごろくゲーム

２月 節分ゲーム 節分ゲーム 節分ゲーム

３月 ひな祭り ひな祭り ひな祭り

※その他、音楽療法・誕生会・カレンダー作り・エクササイズ・園芸活動
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(3) 管理

① 職員研修

   質の高いサービス提供を行うため、各職種の職員が必要に応じて事業所内外研修を計

画的に実施・受講する。

・高齢者レクワーカー養成研修

・感染症又は食中毒の予防及びまん延の防止

・認知症ケア

・事故の発生等緊急時の対応

・事故の発生予防又はその再発の防止

・全国デイサービスセンター研修会

・認知症介護実践者研修

② 危機管理

ア 防災訓練

職員、利用者に対し定期的に避難訓練を実施する。

イ 安全管理

車両運行に当たっては、関係法令に定められた点検・整備を実施するとともに運

行前点検の実施により交通災害の防止に努める。

また、ケア事故防止のため、常に安全性とリスクを確認するとともに、「ヒヤリ

ハット」の事例報告・回覧・対策を行い、事故を防ぐ意識の高揚に努める。

さらに、朝礼・終礼や職員会議等で利用者の情報を共有し、ケア事故の防止に努

める。

ウ 感染症対策

施設内の適温・適湿管理や必要な消毒を行うとともに、利用者・職員の手洗い、

うがいを励行し、感染症（インフルエンザ・ノロウイルス等）の施設内感染防止に

努める。

③ 苦情解決

苦情受付窓口を設置するとともに、苦情解決責任者（管理者）を設置し、日常的に

利用者からの苦情・要望を聴取し対応する。また、高槻市からの派遣介護相談員（２

名）が直接、利用者からの疑問や不安を聞く中でサービスの改善に努める。

④ 希望調査

   利用者、家族等のニーズを把握するためにアンケート調査を実施し、サービスの向上

に努める。

⑤ 地域との交流

   利用者が地域の方々との交流により、社会や地域とのふれあいを実感し、社会的尊厳

を失わないよう、近隣の保育園や小学校との地域交流を実施する。

  ⑥ 環境への配慮

「高槻市環境基本計画」や「たかつきエコオフィスプラン」等に基づき、電気・ガス・

水道の使用量節減やごみの減量に努めるとともに、周辺の美化に配慮し、定期的に周辺

の清掃を行う。また、季節に応じた花を敷地内に植栽するなど緑化に努める。

特に夏季には冷房効果を高めエアコン使用量を抑えるため、実施可能なセンターにお

いては引き続き、ツル性植物による市の「たかつき緑のカーテン大作戦」を実施する。
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Ⅶ   施設概要

施設名 設置年月日 平成5年4月12日

所在地 定員 ５０名・ショ－トスティ４名

敷地面積 6,207.00㎡ 建物面積 2,770.28 ㎡ 構　　造 鉄筋コンクリ－ト造２階建て

施設名 設置年月日 平成21年4月1日

所在地 定員 ５０名

敷地面積 3,445.85㎡ 建物面積 1,523.95㎡ 構　　造 鉄筋コンクリ－ト造平屋建て

施設名 設置年月日 昭和50年4月9日

所在地 定員 １１０名

敷地面積 517.30㎡ 建物面積 704.94㎡ 構　　造 鉄筋コンクリ－ト造２階建て

施設名 設置年月日 昭和52年4月12日

所在地 定員 ４５０名

敷地面積 5,732㎡ 建物面積 1,698.30㎡ 構　　造 鉄筋コンクリ－ト造平屋建て

施設名 設置年月日 昭和59年5月12日

所在地 定員 ２１０名

敷地面積 1,299.98㎡ 建物面積 1156.08㎡ 構　　造 鉄筋コンクリ－ト造２階建て

施設名 設置年月日 平成6年12月1日

所在地 定員 １７０名

敷地面積 5,281.03㎡ 建物面積 1,380.36㎡ 構　　造 鉄筋コンクリ－ト造２階建て

施設名 設置年月日 平成15年7月7日

所在地 定員 ２００名

敷地面積 15,315.32㎡ 建物面積 1,162.05㎡ 構　　造 鉄筋コンクリ－ト造３階建て

施設名 設置年月日 平成5年4月12日

所在地 定員 ３５名

敷地面積 6,207.00㎡ 建物面積 557.51 ㎡ 構　　造 鉄筋コンクリ－ト造２階建て

施設名 設置年月日 平成5年6月1日

所在地 定員 ３５名

敷地面積 2,386.46㎡ 建物面積 886.78㎡ 構　　造 鉄筋コンクリ－ト造３階建て

施設名 設置年月日 平成6年12月1日

所在地 定員 ３５名

敷地面積 5,281.03㎡ 建物面積 503.41㎡ 構　　造 鉄筋コンクリ－ト造平屋建て

高槻市郡家本町５番３号

高槻市立養護老人ホ－ム“阿武山荘”

高槻市阿武野二丁目２番２号

高槻市立療育園（医療型児童発達支援センター）

高槻市立山手老人デイサ－ビスセンタ－

高槻市山手町二丁目２番２号

高槻市立阿武山老人デイサ－ビスセンタ－

高槻市阿武野二丁目２番２号

高槻市立城東老人デイサ－ビスセンタ－

高槻市城東町５番１号

高槻市立山手老人福祉センタ－“花みずき”

高槻市山手町二丁目２番２号

高槻市立芝生老人福祉センタ－“やすらぎ”

高槻市芝生町四丁目３番１１号

高槻市立富田老人福祉センタ－“ひかり荘”

高槻市富田町二丁目４番９号

高槻市立郡家老人福祉センタ－“ふるさと”

高槻市郡家新町４８番６号

高槻市立春日老人福祉センタ－“あけぼの”

高槻市春日町２１番２８号



平成２８年度予算書
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平成 28年度

社会福祉法人 高槻市社会福祉事業団

資 金 収 支 総 括 表



平成28年度　社会福祉法人高槻市社会福祉事業団資金収支総括表

（単位：千円）
当年度予算額 前年度予算額 増減額

介護保険事業収入 463,772 457,232 6,540
老人福祉事業収入 294,109 294,940 ▲831

児童福祉事業収入 119,813 114,000 5,813

障害福祉サービス等事業収入 75,055 78,804 ▲3,749

医療事業収入 14,970 15,198 ▲228

その他の事業収入 84,447 74,830 9,617
借入金利息補助金収入 0 0 0

経常経費寄附金収入 0 0 0

受取利息配当金収入 0 0 0

その他の収入 1,087 1,335 ▲248

流動資産評価益等による資金増加額 0 0 0
事業活動収入計　　(1) 1,053,253 1,036,339 16,914

人件費支出 773,816 750,467 23,349

事業費支出 166,916 171,298 ▲4,382

事務費支出 125,060 119,599 5,461

利用者負担軽減額 27 27 0
支払利息支出 0 0 0

その他の支出 0 0 0

流動資産評価損等による資金減少額 0 0 0

事業活動支出計　　(2) 1,065,819 1,041,391 24,428

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) ▲12,566 ▲5,052 ▲7,514
施設整備等補助金収入 0 0 0

施設整備等寄附金収入 0 0 0

設備資金借入金収入 0 0 0

固定資産売却収入 0 0 0

その他の施設整備等による収入 0 0 0
施設整備等収入計　(4) 0 0 0

設備資金借入金元金償還支出 0 0 0

固定資産取得支出 10,876 4,916 5,960

固定資産除却・廃棄支出 0 0 0

ファイナンス・リース債務の返済支出 0 0 0
その他の施設整備等による支出 0 0 0

施設整備等支出計　(5) 10,876 4,916 5,960

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) ▲10,876 ▲4,916 ▲5,960
長期運営資金借入金元金償還寄附金収入 0 0 0

長期運営資金借入金収入 0 0 0
長期貸付金回収収入 0 0 0

投資有価証券売却収入 0 0 0

積立資産取崩収入 31,697 12,774 18,923

その他の活動による収入 0 0 0

その他の活動収入計(7) 31,697 12,774 18,923
長期運営資金借入金元金償還支出 0 0 0

長期貸付金支出 0 0 0

投資有価証券取得支出 0 0 0

積立資産支出 3,946 1,433 2,513

その他の活動による支出 0 0 0
その他の活動支出計(8) 3,946 1,433 2,513

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8) 27,751 11,341 16,410

予備費支出　（10） 0 0 0
当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10) 4,309 1,373 2,936

前期末支払資金残高(12) 203,757 306,841 ▲103,084
当期末支払資金残高(11)+(12) 208,066 308,214 ▲100,148

勘定科目

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

施
設
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支
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の
他
の
活
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に
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る
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支

収
入

支
出

収
入

支
出

収
入

支
出
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平成28年度　社会福祉法人高槻市社会福祉事業団資金収支総括表(内訳)

介護保険事業収入 463,772 457,232 6,540
老人福祉事業収入 294,109 294,940 ▲831
児童福祉事業収入 119,813 114,000 5,813
障害福祉サービス等事業収入 75,055 78,804 ▲3,749
医療事業収入 14,970 15,198 ▲228
その他の事業収入 84,447 74,830 9,617
借入金利息補助金収入 0 0 0
経常経費寄附金収入 0 0 0
受取利息配当金収入 0 0 0
その他の収入 1,087 1,335 ▲248
流動資産評価益等による資金増加額 0 0 0
事業活動収入計　　(1) 1,053,253 1,036,339 16,914
人件費支出 773,816 750,467 23,349
事業費支出 166,916 171,298 ▲4,382
事務費支出 125,060 119,599 5,461
利用者負担軽減額 27 27 0
支払利息支出 0 0 0
その他の支出 0 0 0
流動資産評価損等による資金減少額 0 0 0
事業活動支出計　　(2) 1,065,819 1,041,391 24,428

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) ▲12,566 ▲5,052 ▲7,514
施設整備等補助金収入 0 0 0
施設整備等寄附金収入 0 0 0
設備資金借入金収入 0 0 0
固定資産売却収入 0 0 0
その他の施設整備等による収入 0 0 0
施設整備等収入計　(4) 0 0 0
設備資金借入金元金償還支出 0 0 0
固定資産取得支出 10,876 4,916 5,960
固定資産除却・廃棄支出 0 0 0
ファイナンス・リース債務の返済支出 0 0 0
その他の施設整備等による支出 0 0 0
施設整備等支出計　(5) 10,876 4,916 5,960

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) ▲10,876 ▲4,916 ▲5,960
長期運営資金借入金元金償還寄附金収入 0 0 0
長期運営資金借入金収入 0 0 0
長期貸付金回収収入 0 0 0
投資有価証券売却収入 0 0 0
積立資産取崩収入 31,697 12,774 18,923
事業区分間長期借入金収入 0 0 0
事業区分間長期貸付金回収収入 0 0 0
事業区分間繰入金収入 0 0 0
その他の活動による収入 0 0 0
その他の活動収入計(7) 31,697 12,774 18,923
長期運営資金借入金元金償還支出 0 0 0
長期貸付金支出 0 0 0
投資有価証券取得支出 0 0 0
積立資産支出 3,946 1,433 2,513
事業区分間長期貸付金支出 0 0 0
事業区分間長期借入金返済支出 0 0 0
事業区分間繰入金支出 0 0 0
その他の活動による支出 0 0 0
その他の活動支出計(8) 3,946 1,433 2,513

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8) 27,751 11,341 16,410
当期資金収支差額合計(10)=(3)+(6)+(9) 4,309 1,373 2,936
前期末支払資金残高(11) 203,757 306,841 ▲103,084
当期末支払資金残高(10)+(11) 208,066 308,214 ▲100,148
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勘    定    科    目 当年度予算額 前年度予算額 増減額 備考
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（単位：千円）

当年度予算額 前年度予算額 増減額 当年度予算額 前年度予算額 増減額 当年度予算額 前年度予算額 増減額
320,817 321,654 ▲837 143,807 136,430 7,377 ▲852 ▲852 0
294,109 294,940 ▲831 0 0 0 0 0 0
119,813 114,000 5,813 0 0 0 0 0 0
75,055 78,804 ▲3,749 0 0 0 0 0 0

0 0 0 14,970 15,198 ▲228 0 0 0
56,967 51,076 5,891 27,480 23,754 3,726 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 1,087 1,335 ▲248 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0

866,761 860,474 6,287 187,344 176,717 10,627 ▲852 ▲852 0
619,170 606,942 12,228 154,646 143,525 11,121 0 0 0
159,498 164,023 ▲4,525 7,418 7,275 143 0 0 0
94,873 91,678 3,195 31,039 28,773 2,266 ▲852 ▲852 0

27 27 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0

873,568 862,670 10,898 193,103 179,573 13,530 ▲852 ▲852 0
▲6,807 ▲2,196 ▲4,611 ▲5,759 ▲2,856 ▲2,903 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0

10,876 3,567 7,309 0 1,349 ▲1,349 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0

10,876 3,567 7,309 0 1,349 ▲1,349 0 0 0
▲10,876 ▲3,567 ▲7,309 0 ▲1,349 1,349 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0

21,087 11,567 9,520 10,610 1,207 9,403 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0

1,000 0 1,000 2,001 0 2,001 ▲3,001 0 ▲3,001
0 0 0 0 0 0 0 0 0

22,087 11,567 10,520 12,611 1,207 11,404 ▲3,001 0 ▲3,001
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0

3,222 1,433 1,789 724 0 724 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0

2,001 0 2,001 1,000 0 1,000 ▲3,001 0 ▲3,001
0 0 0 0 0 0 0 0 0

5,223 1,433 3,790 1,724 0 1,724 ▲3,001 0 ▲3,001
16,864 10,134 6,730 10,887 1,207 9,680 0 0 0
▲819 4,371 ▲5,190 5,128 ▲2,998 8,126 0 0 0

171,353 279,369 ▲108,016 32,404 27,472 4,932 0 0 0
170,534 283,740 ▲113,206 37,532 24,474 13,058 0 0 0

社会福祉事業 公益事業 内部取引消去
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平成 28年度

社会福祉法人 高槻市社会福祉事業団

資金収支予算書



（１）社会福祉事業区分資金収支予算書

当年度予算額 前年度予算額 増減額 当年度予算額 前年度予算額 増減額
介護保険事業収入 0 0 0 32,793 31,491 1,302
老人福祉事業収入 0 0 0 142,734 143,565 ▲831
児童福祉事業収入 0 0 0 0 0 0
障害福祉サービス等事業収入 0 0 0 0 0 0
医療事業収入 0 0 0 0 0 0
その他の事業収入 56,967 51,076 5,891 0 0 0
借入金利息補助金収入 0 0 0 0 0 0
経常経費寄附金収入 0 0 0 0 0 0
受取利息配当金収入 0 0 0 0 0 0
その他の収入 0 0 0 0 0 0
流動資産評価益等による資金増加額 0 0 0 0 0 0
事業活動収入計　　(1) 56,967 51,076 5,891 175,527 175,056 471
人件費支出 56,512 57,539 ▲1,027 86,239 85,642 597
事業費支出 2,084 834 1,250 51,887 51,781 106
事務費支出 12,596 14,790 ▲2,194 37,274 37,633 ▲359
利用者負担軽減額 0 0 0 0 0 0
支払利息支出 0 0 0 0 0 0
その他の支出 0 0 0 0 0 0
流動資産評価損等による資金減少額 0 0 0 0 0 0
事業活動支出計　　(2) 71,192 73,163 ▲1,971 175,400 175,056 344

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) ▲14,225 ▲22,087 7,862 127 0 127
施設整備等補助金収入 0 0 0 0 0 0
施設整備等寄附金収入 0 0 0 0 0 0
設備資金借入金収入 0 0 0 0 0 0
固定資産売却収入 0 0 0 0 0 0
その他の施設整備等による収入 0 0 0 0 0 0
施設整備等収入計　(4) 0 0 0 0 0 0
設備資金借入金元金償還支出 0 0 0 0 0 0
固定資産取得支出 4,178 1,728 2,450 0 0 0
固定資産除却・廃棄支出 0 0 0 0 0 0
ファイナンス・リース債務の返済支出 0 0 0 0 0 0
その他の施設整備等による支出 0 0 0 0 0 0
施設整備等支出計　(5) 4,178 1,728 2,450 0 0 0

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) ▲4,178 ▲1,728 ▲2,450 0 0 0
長期運営資金借入金元金償還寄附金収入 0 0 0 0 0 0
長期運営資金借入金収入 0 0 0 0 0 0
長期貸付金回収収入 0 0 0 0 0 0
投資有価証券売却収入 0 0 0 0 0 0
積立資産取崩収入 14,389 9,728 4,661 0 0 0
事業区分間長期借入金収入 0 0 0 0 0 0
拠点区分間長期借入金収入 0 0 0 0 0 0
事業区分間長期貸付金回収収入 0 0 0 0 0 0
拠点区分間長期貸付金回収収入 0 0 0 0 0 0
事業区分間繰入金収入 1,000 0 1,000 0 0 0
拠点区分間繰入金収入 6,130 15,520 ▲9,390 0 0 0
その他の活動による収入 0 0 0 0 0 0
その他の活動収入計(7) 21,519 25,248 ▲3,729 0 0 0
長期運営資金借入金元金償還支出 0 0 0 0 0 0
長期貸付金支出 0 0 0 0 0 0
投資有価証券取得支出 0 0 0 0 0 0
積立資産支出 1,115 1,433 ▲318 127 0 127
事業区分間長期貸付金支出 0 0 0 0 0 0
拠点区分間長期貸付金支出 0 0 0 0 0 0
事業区分間長期借入金返済支出 0 0 0 0 0 0
拠点区分間長期借入金返済支出 0 0 0 0 0 0
事業区分間繰入金支出 2,001 0 2,001 0 0 0
拠点区分間繰入金支出 0 0 0 0 0 0
その他の活動による支出 0 0 0 0 0 0
その他の活動支出計(8) 3,116 1,433 1,683 127 0 127

18,403 23,815 ▲5,412 ▲127 0 ▲127
当期資金収支差額合計(10)=(3)+(6)+(9) 0 0 0 0 0 0
前期末支払資金残高(11) 29,954 129,954 ▲100,000 1,442 0 1,442
当期末支払資金残高(10)+(11) 29,954 129,954 ▲100,000 1,442 0 1,442
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その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8)
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勘定科目 法人本部　拠点区分 養護老人ホーム　拠点区分
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(単位：千円）

当年度予算額 前年度予算額 増減額 当年度予算額 前年度予算額 増減額 当年度予算額 前年度予算額 増減額
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 21,614 21,614 0 34,318 34,318 0

119,813 114,000 5,813 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0

119,813 114,000 5,813 21,614 21,614 0 34,318 34,318 0
103,111 97,616 5,495 12,368 12,368 0 13,752 13,752 0
10,305 9,381 924 5,031 4,945 86 13,037 13,094 ▲57
6,144 7,003 ▲859 4,215 4,301 ▲86 7,529 7,472 57
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0

119,560 114,000 5,560 21,614 21,614 0 34,318 34,318 0
253 0 253 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
253 0 253 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
253 0 253 0 0 0 0 0 0

▲253 0 ▲253 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
11 11 0 0 0 0 0 0 0
11 11 0 0 0 0 0 0 0

療育園　拠点区分 郡家老人福祉センター　拠点区分富田老人福祉センター　拠点区分
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(単位：千円）

当年度予算額 前年度予算額 増減額 当年度予算額 前年度予算額 増減額
介護保険事業収入 0 0 0 0 0 0
老人福祉事業収入 26,166 26,166 0 43,500 43,500 0
児童福祉事業収入 0 0 0 0 0 0
障害福祉サービス等事業収入 0 0 0 0 0 0
医療事業収入 0 0 0 0 0 0
その他の事業収入 0 0 0 0 0 0
借入金利息補助金収入 0 0 0 0 0 0
経常経費寄附金収入 0 0 0 0 0 0
受取利息配当金収入 0 0 0 0 0 0
その他の収入 0 0 0 0 0 0
流動資産評価益等による資金増加額 0 0 0 0 0 0
事業活動収入計　　(1) 26,166 26,166 0 43,500 43,500 0
人件費支出 12,736 12,736 0 17,481 17,481 0
事業費支出 7,789 7,683 106 16,553 16,749 ▲196
事務費支出 5,641 5,747 ▲106 9,466 9,270 196
利用者負担軽減額 0 0 0 0 0 0
支払利息支出 0 0 0 0 0 0
その他の支出 0 0 0 0 0 0
流動資産評価損等による資金減少額 0 0 0 0 0 0
事業活動支出計　　(2) 26,166 26,166 0 43,500 43,500 0

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) 0 0 0 0 0 0
施設整備等補助金収入 0 0 0 0 0 0
施設整備等寄附金収入 0 0 0 0 0 0
設備資金借入金収入 0 0 0 0 0 0
固定資産売却収入 0 0 0 0 0 0
その他の施設整備等による収入 0 0 0 0 0 0
施設整備等収入計　(4) 0 0 0 0 0 0
設備資金借入金元金償還支出 0 0 0 0 0 0
固定資産取得支出 0 0 0 0 0 0
固定資産除却・廃棄支出 0 0 0 0 0 0
ファイナンス・リース債務の返済支出 0 0 0 0 0 0
その他の施設整備等による支出 0 0 0 0 0 0
施設整備等支出計　(5) 0 0 0 0 0 0

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) 0 0 0 0 0 0
長期運営資金借入金元金償還寄附金収入 0 0 0 0 0 0
長期運営資金借入金収入 0 0 0 0 0 0
長期貸付金回収収入 0 0 0 0 0 0
投資有価証券売却収入 0 0 0 0 0 0
積立資産取崩収入 0 0 0 0 0 0
事業区分間長期借入金収入 0 0 0 0 0 0
拠点区分間長期借入金収入 0 0 0 0 0 0
事業区分間長期貸付金回収収入 0 0 0 0 0 0
拠点区分間長期貸付金回収収入 0 0 0 0 0 0
事業区分間繰入金収入 0 0 0 0 0 0
拠点区分間繰入金収入 0 0 0 0 0 0
その他の活動による収入 0 0 0 0 0 0
その他の活動収入計(7) 0 0 0 0 0 0
長期運営資金借入金元金償還支出 0 0 0 0 0 0
長期貸付金支出 0 0 0 0 0 0
投資有価証券取得支出 0 0 0 0 0 0
積立資産支出 0 0 0 0 0 0
事業区分間長期貸付金支出 0 0 0 0 0 0
拠点区分間長期貸付金支出 0 0 0 0 0 0
事業区分間長期借入金返済支出 0 0 0 0 0 0
拠点区分間長期借入金返済支出 0 0 0 0 0 0
事業区分間繰入金支出 0 0 0 0 0 0
拠点区分間繰入金支出 0 0 0 0 0 0
その他の活動による支出 0 0 0 0 0 0
その他の活動支出計(8) 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0
当期資金収支差額合計(10)=(3)+(6)+(9) 0 0 0 0 0 0
前期末支払資金残高(11) 0 0 0 190 190 0
当期末支払資金残高(10)+(11) 0 0 0 190 190 0
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山手老人福祉センター　拠点区分春日老人福祉センター　拠点区分
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(単位：千円）

当年度予算額 前年度予算額 増減額 当年度予算額 前年度予算額 増減額 当年度予算額 前年度予算額 増減額
0 0 0 73,837 77,463 ▲3,626 74,865 78,780 ▲3,915

25,777 25,777 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0

25,777 25,777 0 73,837 77,463 ▲3,626 74,865 78,780 ▲3,915
11,951 11,951 0 55,507 53,906 1,601 54,115 51,432 2,683
9,371 9,295 76 11,032 11,927 ▲895 14,402 17,184 ▲2,782
4,455 4,531 ▲76 3,533 2,712 821 6,768 3,294 3,474

0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0

25,777 25,777 0 70,072 68,545 1,527 75,285 71,910 3,375
0 0 0 3,765 8,918 ▲5,153 ▲420 6,870 ▲7,290
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 690 ▲690 2,528 0 2,528
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 690 ▲690 2,528 0 2,528
0 0 0 0 ▲690 690 ▲2,528 0 ▲2,528
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 690 ▲690 2,528 0 2,528
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 1,219 0 1,219
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 690 ▲690 3,747 0 3,747
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 790 0 790 799 0 799
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 2,869 8,000 ▲5,131 0 6,000 ▲6,000
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 3,659 8,000 ▲4,341 799 6,000 ▲5,201
0 0 0 ▲3,659 ▲7,310 3,651 2,948 ▲6,000 8,948
0 0 0 106 918 ▲812 0 870 ▲870
0 0 0 23,646 23,689 ▲43 20,999 21,505 ▲506
0 0 0 23,752 24,607 ▲855 20,999 22,375 ▲1,376

芝生老人福祉センター　拠点区分 阿武山老人デイサービスセンター　拠点区分 城東老人デイサービスセンター　拠点区分
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(単位：千円）

当年度予算額 前年度予算額 増減額 当年度予算額 前年度予算額 増減額
介護保険事業収入 77,383 77,113 270 84,379 78,053 6,326
老人福祉事業収入 0 0 0 0 0 0
児童福祉事業収入 0 0 0 0 0 0
障害福祉サービス等事業収入 0 0 0 0 0 0
医療事業収入 0 0 0 0 0 0
その他の事業収入 0 0 0 0 0 0
借入金利息補助金収入 0 0 0 0 0 0
経常経費寄附金収入 0 0 0 0 0 0
受取利息配当金収入 0 0 0 0 0 0
その他の収入 0 0 0 0 0 0
流動資産評価益等による資金増加額 0 0 0 0 0 0
事業活動収入計　　(1) 77,383 77,113 270 84,379 78,053 6,326
人件費支出 53,184 51,600 1,584 66,374 64,163 2,211
事業費支出 15,228 18,372 ▲3,144 1,674 1,781 ▲107
事務費支出 8,823 5,039 3,784 5,840 6,195 ▲355
利用者負担軽減額 0 0 0 27 27 0
支払利息支出 0 0 0 0 0 0
その他の支出 0 0 0 0 0 0
流動資産評価損等による資金減少額 0 0 0 0 0 0
事業活動支出計　　(2) 77,235 75,011 2,224 73,915 72,166 1,749

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) 148 2,102 ▲1,954 10,464 5,887 4,577
施設整備等補助金収入 0 0 0 0 0 0
施設整備等寄附金収入 0 0 0 0 0 0
設備資金借入金収入 0 0 0 0 0 0
固定資産売却収入 0 0 0 0 0 0
その他の施設整備等による収入 0 0 0 0 0 0
施設整備等収入計　(4) 0 0 0 0 0 0
設備資金借入金元金償還支出 0 0 0 0 0 0
固定資産取得支出 3,595 435 3,160 575 714 ▲139
固定資産除却・廃棄支出 0 0 0 0 0 0
ファイナンス・リース債務の返済支出 0 0 0 0 0 0
その他の施設整備等による支出 0 0 0 0 0 0
施設整備等支出計　(5) 3,595 435 3,160 575 714 ▲139

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) ▲3,595 ▲435 ▲3,160 ▲575 ▲714 139
長期運営資金借入金元金償還寄附金収入 0 0 0 0 0 0
長期運営資金借入金収入 0 0 0 0 0 0
長期貸付金回収収入 0 0 0 0 0 0
投資有価証券売却収入 0 0 0 0 0 0
積立資産取崩収入 3,595 435 3,160 575 714 ▲139
事業区分間長期借入金収入 0 0 0 0 0 0
拠点区分間長期借入金収入 0 0 0 0 0 0
事業区分間長期貸付金回収収入 0 0 0 0 0 0
拠点区分間長期貸付金回収収入 0 0 0 0 0 0
事業区分間繰入金収入 0 0 0 0 0 0
拠点区分間繰入金収入 0 0 0 0 0 0
その他の活動による収入 0 0 0 0 0 0
その他の活動収入計(7) 3,595 435 3,160 575 714 ▲139
長期運営資金借入金元金償還支出 0 0 0 0 0 0
長期貸付金支出 0 0 0 0 0 0
投資有価証券取得支出 0 0 0 0 0 0
積立資産支出 138 0 138 0 0 0
事業区分間長期貸付金支出 0 0 0 0 0 0
拠点区分間長期貸付金支出 0 0 0 0 0 0
事業区分間長期借入金返済支出 0 0 0 0 0 0
拠点区分間長期借入金返済支出 0 0 0 0 0 0
事業区分間繰入金支出 0 0 0 0 0 0
拠点区分間繰入金支出 0 1,520 ▲1,520 4,480 4,786 ▲306
その他の活動による支出 0 0 0 0 0 0
その他の活動支出計(8) 138 1,520 ▲1,382 4,480 4,786 ▲306

3,457 ▲1,085 4,542 ▲3,905 ▲4,072 167
当期資金収支差額合計(10)=(3)+(6)+(9) 10 582 ▲572 5,984 1,101 4,883
前期末支払資金残高(11) 24,848 26,333 ▲1,485 22,080 20,599 1,481
当期末支払資金残高(10)+(11) 24,858 26,915 ▲2,057 28,064 21,700 6,364

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

支
出

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

支
出

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入

支
出

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8)

山手老人デイサービスセンター　拠点区分 訪問介護事業　拠点区分勘定科目
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(単位：千円）

当年度予算額 前年度予算額 増減額 当年度予算額 前年度予算額 増減額 当年度予算額 前年度予算額 増減額
0 0 0 ▲22,440 ▲21,246 ▲1,194 320,817 321,654 ▲837
0 0 0 0 0 0 294,109 294,940 ▲831
0 0 0 0 0 0 119,813 114,000 5,813

75,055 78,804 ▲3,749 0 0 0 75,055 78,804 ▲3,749
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 56,967 51,076 5,891
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0

75,055 78,804 ▲3,749 ▲22,440 ▲21,246 ▲1,194 866,761 860,474 6,287
75,840 76,756 ▲916 0 0 0 619,170 606,942 12,228
1,105 997 108 0 0 0 159,498 164,023 ▲4,525
5,029 4,937 92 ▲22,440 ▲21,246 ▲1,194 94,873 91,678 3,195

0 0 0 0 0 0 27 27 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0

81,974 82,690 ▲716 ▲22,440 ▲21,246 ▲1,194 873,568 862,670 10,898
▲6,919 ▲3,886 ▲3,033 0 0 0 ▲6,807 ▲2,196 ▲4,611

0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 10,876 3,567 7,309
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 10,876 3,567 7,309
0 0 0 0 0 0 ▲10,876 ▲3,567 ▲7,309
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 21,087 11,567 9,520
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 1,000 0 1,000
0 4,786 ▲4,786 ▲7,349 ▲20,306 12,957 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 4,786 ▲4,786 ▲7,349 ▲20,306 12,957 22,087 11,567 10,520
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 3,222 1,433 1,789
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 2,001 0 2,001
0 0 0 ▲7,349 ▲20,306 12,957 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 ▲7,349 ▲20,306 12,957 5,223 1,433 3,790
0 4,786 ▲4,786 0 0 0 16,864 10,134 6,730

▲6,919 900 ▲7,819 0 0 0 ▲819 4,371 ▲5,190
48,183 57,088 ▲8,905 0 0 0 171,353 279,369 ▲108,016
41,264 57,988 ▲16,724 0 0 0 170,534 283,740 ▲113,206

障がい福祉サービス事業　拠点区分 内部取引消去 合　計
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（２）公益事業区分資金収支予算書

当年度予算額 前年度予算額 増減額 当年度予算額 前年度予算額 増減額
介護保険事業収入 36,489 31,480 5,009 25,986 25,121 865
老人福祉事業収入 0 0 0 0 0 0
児童福祉事業収入 0 0 0 0 0 0
障害福祉サービス等事業収入 0 0 0 0 0 0
医療事業収入 14,970 15,198 ▲228 0 0 0
その他の事業収入 0 0 0 0 0 0
借入金利息補助金収入 0 0 0 0 0 0
経常経費寄附金収入 0 0 0 0 0 0
受取利息配当金収入 0 0 0 0 0 0
その他の収入 1,087 1,335 ▲248 0 0 0
流動資産評価益等による資金増加額 0 0 0 0 0 0
事業活動収入計　　(1) 52,546 48,013 4,533 25,986 25,121 865
人件費支出 45,252 45,071 181 26,146 25,631 515
事業費支出 1,982 1,721 261 549 462 87
事務費支出 2,941 3,736 ▲795 2,281 2,413 ▲132
利用者負担軽減額 0 0 0 0 0 0
支払利息支出 0 0 0 0 0 0
その他の支出 0 0 0 0 0 0
流動資産評価損等による資金減少額 0 0 0 0 0 0
事業活動支出計　　(2) 50,175 50,528 ▲353 28,976 28,506 470

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) 2,371 ▲2,515 4,886 ▲2,990 ▲3,385 395
施設整備等補助金収入 0 0 0 0 0 0
施設整備等寄附金収入 0 0 0 0 0 0
設備資金借入金収入 0 0 0 0 0 0
固定資産売却収入 0 0 0 0 0 0
その他の施設整備等による収入 0 0 0 0 0 0
施設整備等収入計　(4) 0 0 0 0 0 0
設備資金借入金元金償還支出 0 0 0 0 0 0
固定資産取得支出 0 1,207 ▲1,207 0 0 0
固定資産除却・廃棄支出 0 0 0 0 0 0
ファイナンス・リース債務の返済支出 0 0 0 0 0 0
その他の施設整備等による支出 0 0 0 0 0 0
施設整備等支出計　(5) 0 1,207 ▲1,207 0 0 0

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) 0 ▲1,207 1,207 0 0 0
長期運営資金借入金元金償還寄附金収入 0 0 0 0 0 0
長期運営資金借入金収入 0 0 0 0 0 0
長期貸付金回収収入 0 0 0 0 0 0
投資有価証券売却収入 0 0 0 0 0 0
積立資産取崩収入 0 1,207 ▲1,207 3,113 0 3,113
事業区分間長期借入金収入 0 0 0 0 0 0
拠点区分間長期借入金収入 0 0 0 0 0 0
事業区分間長期貸付金回収収入 0 0 0 0 0 0
拠点区分間長期貸付金回収収入 0 0 0 0 0 0
事業区分間繰入金収入 0 0 0 0 0 0
拠点区分間繰入金収入 0 0 0 0 0 0
その他の活動による収入 0 0 0 0 0 0
その他の活動収入計(7) 0 1,207 ▲1,207 3,113 0 3,113
長期運営資金借入金元金償還支出 0 0 0 0 0 0
長期貸付金支出 0 0 0 0 0 0
投資有価証券取得支出 0 0 0 0 0 0
積立資産支出 363 0 363 123 0 123
事業区分間長期貸付金支出 0 0 0 0 0 0
拠点区分間長期貸付金支出 0 0 0 0 0 0
事業区分間長期借入金返済支出 0 0 0 0 0 0
拠点区分間長期借入金返済支出 0 0 0 0 0 0
事業区分間繰入金支出 0 0 0 0 0 0
拠点区分間繰入金支出 0 0 0 0 0 0
その他の活動による支出 0 0 0 0 0 0
その他の活動支出計(8) 363 0 363 123 0 123

▲363 1,207 ▲1,570 2,990 0 2,990
当期資金収支差額合計(10)=(3)+(6)+(9) 2,008 ▲2,515 4,523 0 ▲3,385 3,385
前期末支払資金残高(11) 15,191 9,326 5,865 7,897 10,893 ▲2,996
当期末支払資金残高(10)+(11) 17,199 6,811 10,388 7,897 7,508 389

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

支
出

勘定科目 訪問看護事業　拠点区分 居宅介護支援事業　拠点区分
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その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8)
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(単位：千円）

当年度予算額 前年度予算額 増減額 当年度予算額 前年度予算額 増減額 当年度予算額 前年度予算額 増減額
49,000 47,540 1,460 25,233 25,233 0 7,722 7,546 176

0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0

49,000 47,540 1,460 25,233 25,233 0 7,722 7,546 176
30,558 31,192 ▲634 20,395 20,395 0 16,988 7,324 9,664
1,257 1,226 31 3,383 3,627 ▲244 60 60 0
12,827 12,078 749 1,455 1,211 244 172 162 10

0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0

44,642 44,496 146 25,233 25,233 0 17,220 7,546 9,674
4,358 3,044 1,314 0 0 0 ▲9,498 0 ▲9,498

0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 142 ▲142 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 142 ▲142 0 0 0 0 0 0
0 ▲142 142 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 7,497 0 7,497
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 2,001 0 2,001
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 9,498 0 9,498
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0

238 0 238 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0

1,000 0 1,000 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0

1,238 0 1,238 0 0 0 0 0 0
▲1,238 0 ▲1,238 0 0 0 9,498 0 9,498
3,120 2,902 218 0 0 0 0 0 0
9,316 7,253 2,063 0 0 0 0 0 0
12,436 10,155 2,281 0 0 0 0 0 0

地域包括支援センター　拠点区分 地域支援事業　拠点区分 シルバーハウジング事業　拠点区分
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(単位：千円）

当年度予算額 前年度予算額 増減額 当年度予算額 前年度予算額 増減額
介護保険事業収入 0 0 0 0 0 0
老人福祉事業収入 0 0 0 0 0 0
児童福祉事業収入 0 0 0 0 0 0
障害福祉サービス等事業収入 0 0 0 0 0 0
医療事業収入 0 0 0 0 0 0
その他の事業収入 15,480 13,754 1,726 12,000 10,000 2,000
借入金利息補助金収入 0 0 0 0 0 0
経常経費寄附金収入 0 0 0 0 0 0
受取利息配当金収入 0 0 0 0 0 0
その他の収入 0 0 0 0 0 0
流動資産評価益等による資金増加額 0 0 0 0 0 0
事業活動収入計　　(1) 15,480 13,754 1,726 12,000 10,000 2,000
人件費支出 5,426 5,262 164 9,881 8,650 1,231
事業費支出 0 0 0 187 179 8
事務費支出 10,054 8,492 1,562 1,932 1,171 761
利用者負担軽減額 0 0 0 0 0 0
支払利息支出 0 0 0 0 0 0
その他の支出 0 0 0 0 0 0
流動資産評価損等による資金減少額 0 0 0 0 0 0
事業活動支出計　　(2) 15,480 13,754 1,726 12,000 10,000 2,000

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) 0 0 0 0 0 0
施設整備等補助金収入 0 0 0 0 0 0
施設整備等寄附金収入 0 0 0 0 0 0
設備資金借入金収入 0 0 0 0 0 0
固定資産売却収入 0 0 0 0 0 0
その他の施設整備等による収入 0 0 0 0 0 0
施設整備等収入計　(4) 0 0 0 0 0 0
設備資金借入金元金償還支出 0 0 0 0 0 0
固定資産取得支出 0 0 0 0 0 0
固定資産除却・廃棄支出 0 0 0 0 0 0
ファイナンス・リース債務の返済支出 0 0 0 0 0 0
その他の施設整備等による支出 0 0 0 0 0 0
施設整備等支出計　(5) 0 0 0 0 0 0

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) 0 0 0 0 0 0
長期運営資金借入金元金償還寄附金収入 0 0 0 0 0 0
長期運営資金借入金収入 0 0 0 0 0 0
長期貸付金回収収入 0 0 0 0 0 0
投資有価証券売却収入 0 0 0 0 0 0
積立資産取崩収入 0 0 0 0 0 0
事業区分間長期借入金収入 0 0 0 0 0 0
拠点区分間長期借入金収入 0 0 0 0 0 0
事業区分間長期貸付金回収収入 0 0 0 0 0 0
拠点区分間長期貸付金回収収入 0 0 0 0 0 0
事業区分間繰入金収入 0 0 0 0 0 0
拠点区分間繰入金収入 0 0 0 0 0 0
その他の活動による収入 0 0 0 0 0 0
その他の活動収入計(7) 0 0 0 0 0 0
長期運営資金借入金元金償還支出 0 0 0 0 0 0
長期貸付金支出 0 0 0 0 0 0
投資有価証券取得支出 0 0 0 0 0 0
積立資産支出 0 0 0 0 0 0
事業区分間長期貸付金支出 0 0 0 0 0 0
拠点区分間長期貸付金支出 0 0 0 0 0 0
事業区分間長期借入金返済支出 0 0 0 0 0 0
拠点区分間長期借入金返済支出 0 0 0 0 0 0
事業区分間繰入金支出 0 0 0 0 0 0
拠点区分間繰入金支出 0 0 0 0 0 0
その他の活動による支出 0 0 0 0 0 0
その他の活動支出計(8) 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0
当期資金収支差額合計(10)=(3)+(6)+(9) 0 0 0 0 0 0
前期末支払資金残高(11) 0 0 0 0 0 0
当期末支払資金残高(10)+(11) 0 0 0 0 0 0

保健事業　拠点区分 産後ママサポート事業　拠点区分

そ
の
他
の
活
動
に
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る
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収
入
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その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8)

勘定科目
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(単位：千円）

当年度予算額 前年度予算額 増減額 当年度予算額 前年度予算額 増減額
▲623 ▲490 ▲133 143,807 136,430 7,377

0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 14,970 15,198 ▲228
0 0 0 27,480 23,754 3,726
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 1,087 1,335 ▲248
0 0 0 0 0 0

▲623 ▲490 ▲133 187,344 176,717 10,627
0 0 0 154,646 143,525 11,121
0 0 0 7,418 7,275 143

▲623 ▲490 ▲133 31,039 28,773 2,266
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0

▲623 ▲490 ▲133 193,103 179,573 13,530
0 0 0 ▲5,759 ▲2,856 ▲2,903
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 1,349 ▲1,349
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 1,349 ▲1,349
0 0 0 0 ▲1,349 1,349
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 10,610 1,207 9,403
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 2,001 0 2,001
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 12,611 1,207 11,404
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 724 0 724
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 1,000 0 1,000
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 1,724 0 1,724
0 0 0 10,887 1,207 9,680
0 0 0 5,128 ▲2,998 8,126
0 0 0 32,404 27,472 4,932
0 0 0 37,532 24,474 13,058

内部取引消去 合　計
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